
Ⅳ．社会資本整備の基本方針と主要施策

【道路除雪の効率化に向けた取組み】

障害物位置

前方検知エリア

積雪前の障害物の状況を確認
しながら除雪作業が可能

正面
左 右

拡大

ダム監査廊内

上

【ＶＲ技術による遠隔地で状況確認】

オペレーターの高齢化、
担い手確保が困難

デジタル技術の活用により
省力化を図り、除雪体制を維持

前回 今回 地震後地震前

クラック

さび汁

のり面崩落

劣化の進行状況の把握 大規模地震による貯水池斜面の変状の把握

比較 比較

＜除雪体制の省力化＞

▼除雪トラックの死角と補完状況

目視
範囲

サイドミラー②範囲

●オペレータ ■カメラ ■目視範囲 ■■ミラー範囲 死角 ■カメラ範囲

サイドミラー範囲

サイドミラー①
範囲

キャビンカメラ
左サイドカメラ

右サイドカメラ

バックカメラ

【右サイドカメラ】

【左サイドカメラ】

【バックカメラ】

【キャビンカメラ】

助手の「安全確認」をカメラ・モニタが代替し、
運転手 人体制を目指している。

▼従来：運転手・助手の２人体制 ▼将来：運転手の１人体制（省力化）

運転手 助手 運転手

＜ガイダンスシステム導入の検討＞
道路周辺の障害物の位置情報と データを連動
させ、除雪車などの走行に合わせて障害物の状況
を知らせるガイダンスシステムにより、積雪時に
おける安全性と作業効率を向上させる。

＜マルチカメラシステム導入の検討＞
これまで助手が担っていた安全確認
を運転手１人で行えるように、死角を
ピンポイントで補完し、安全性と作業
効率を向上させる。

ダムの堤体内部などを °カメラで撮影し、全方向の状況を画像データとして記録することで、劣化の
進行や大規模地震時の変状の把握が可能。将来は によりクラックを画像解析により判別するなど、さら
なる効率化・高度化を図る。
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Ⅳ．社会資本整備の基本方針と主要施策

道路管理者

維持業者

位置情報
写真や動画情報
など 送信

■パトロールの効率化
・道路構造物の諸元や点検結果、悪天候時や工事中の通行規制、パトロールによる報告や
被災状況の履歴などデータベースとして蓄積を進め、パトロール等の効率化を図ります。

作業日報の共有化

作業状況の把握

【点検結果等の共有】

【パトロール日報の自動作成】

パトロールルート
スマートフォン

パトロール日報システム（アプリ）

▲パトロール日誌（新第 号様式） ▲第 号様式（道路）

送信
自動作成

送信
自動作成

取得した 情報
からパトロール日報
を自動的に作成

撮影した写真から報
告書を自動的に作成

パトロールルート
スマートフォン

パトロール日報システム（アプリ）

▲パトロール日誌（新第 号様式） ▲第 号様式（道路）

送信
自動作成

送信
自動作成

取得した 情報
からパトロール日報
を自動的に作成

撮影した写真から報
告書を自動的に作成

パトロールルート
スマートフォン

パトロール日報システム（アプリ）

▲パトロール日誌（新第 号様式） ▲第 号様式（道路）

送信
自動作成

送信
自動作成

取得した 情報
からパトロール日報
を自動的に作成

撮影した写真から報
告書を自動的に作成

送信
自動作成

現地で写真等
により状況を
記録
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